
微分積分学 II-d V科　　前回の解答例　 2019.10. 9分

・１変数のテイラーの定理（復習）
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　を求め、x = −0.1を代入して 3
√
0.9 = 0.9654893846 · · · の近似値を電卓を使って求めよ。
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x+ 1の 4次までの導関数を求めると次の通りである。
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よってマクローリン展開において x3の項までの和は
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となる。これに x = −0.1 = − 1
10
を代入すると、
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81000
=

15641

16200
= 0.96549382 · · ·

のように、真の値 3
√
0.9 = 0.9654893846 · · · にかなり近い値であることがわかる。

ちなみに、

　　 1次まで　　
29

30
= 0.96666 · · ·

　　 2次まで　　
869

900
= 0.96555

　　　　：　　　　　　　：

　　 5次まで　　
35192089

36450000
= 0.9654894101 · · ·

　　 7次まで　　
95018637803

98415000000
= 0.9654893847 · · ·

のように真の値にだんだん近づいている。ただし、このマクローリン展開を使って近似値を
求められるの xには範囲があり、x = 2を代入して 3

√
3の値を求めようとすると、おかしな

結果となる（とんでもなく大きな値になったり、負の値になったりと発散する）。

　　　　　資料置場

　　　　　　　　 https://www.gen.kanagawa-it.ac.jp/takeda/class/
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・２変数関数のテイラーの定理

　　関数 f(x, y) = e2x sin yを 3次の項までマクローリン展開せよ。（例題 6.9を参照にすること）

　また、その結果に x = 0.1, y = −0.1を代入して e0.2 sin(−0.1) = −0.1219368104489 · · ·
　と比較せよ。
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